
平成 22 年 8 月 20 日 
株式会社日本政策金融公庫 

国際協力銀行 
 

 

環境チェックレポート 
 

 

（１）プロジェクト名 

  
石油精製製品の製造・販売プロジェクト 

 
（２）実施場所 

  
エジプト・アラブ共和国 モストロッド 

 
（３）プロジェクト概要 

 
 石油精製製品の製造・販売を実施するもの 

 
（４）カテゴリ分類 

  
 カテゴリ A 

 
（５）カテゴリ分類の根拠 

 
本事業は、環境ガイドラインに掲げる石油精製セクターに該当し、影響

を受けやすい特性を持つため。 

 
（６）環境許認可 

 
同国制度に基づき、事業者により作成された EIA 報告書は環境庁へ提出

され、2009 年 4 月 28 日付けで環境庁より付帯条件付きで着工のための

承認を取得済。操業のための承認は、プロジェクトの試運転時に全ての

付帯条件を満足していることが確認された上で付与される予定。事業者

は、同付帯条件に適切に対応する計画。 

  
（７）汚染対策 

 
大気質、騒音は、現地基準及び世銀基準を概ね満たす計画である。排水

及び廃棄物は現地基準を満たした上で処理される計画である。 



また、プロジェクトサイトにおいて土壌汚染が確認されたが、これは事

業者が原因でないことが確認されている。事業者は自主的に土壌汚染改

善計画を策定し、環境庁と協議の上、当該計画に基づき建設前にプロジ

ェクトサイト内の土壌浄化を実施する予定である。 

 
（８）自然環境面 

 
工業地域の南東約 20km に環境庁が定める自然保護区があるが、十分に

距離が離れていることから、本プロジェクトによる影響はない。また、

本プロジェクトサイトおよびその周辺地域において同国制度や国際自

然保護連合により指定される貴重種等、保護が必要な動植物は確認され

ていない。 

 
（９）社会配慮面 

 
 本プロジェクトによる住民移転に対して、事業者は、同国制度及び国際 

的なガイドラインに準拠した方法を導入しており、移転対象住民全員か

ら合意を得ている。また、事業者は、社会経済的な影響を受ける住民に

対して適切な措置を講じる予定である。 

 
（１０）その他・モニタリング 

 
上述の環境レビューを踏まえ、操業のためのEIA報告書承認の取得状況、

大気質、水質、土壌汚染改善計画の策定状況及びその実施状況をモニタ

リングする予定である。 

 
 

以 上 








